





Ⅰ･会 長 挨 拶
Ⅱ･庶 務 報 告
平成14-15年度事業計画および報告
Ⅲ･会 計 報 告
1.平成14年度決算報告
2.平成15年度予算計画
Ⅳ･編 集 報 告
Ⅴ･そ の 他
Ⅰ.会 長 挨 拶
山下純宏会長が挨拶された後,議長となられ議事を進行され
た.
















に学内では中西義信教授 (生体防御応答学),山本 健教授 (機
能回復学),横井 毅教授 (薬物代謝科学),杉山和久教授 (光情
報伝達学),学外では上田善道教授 (金沢医科大学),木越佐和
教授 (金沢医科大学),喜田一郎教授 (金沢医科大学総合研究所),




馬場久敏教授 (福井医科大学),福田 譲教授 (聖マリアンナ医
科大学),松井宏晃教授 (聖マリアンナ医科大学),枚田芳郎教
揺 (金沢医科大学),山口明夫教授 (福井医科大学),横山 修教

























































































































































































































































る)資源に相応 しい成果を,教育 ･研究 ･診療の各方面にわた
って挙げているかどうか (行けるかどうか)を,客観的に分
析 ･評価し,その結果に基づいた運営改善を進め,国民に判 り
やすい形でその努力の状況を提示 していかなければなりませ
ん.
2.国立大学附属病院の運営改善の必要性
各大学附属病院の運営改善の取り組みは,厳しい財政状況の
中にあって,必要な財源と人的な資源を生み出すのみならず,
将来にわたって,国民の理解と指示を得て,人的 ･物的条件の
整備を進めて行 くためにも必要不可欠なことです.
また,各大学附属病院は,高度な医療を実施していますが,
現行の保険診療点数は,高度の診療に要する費周には対応して
いない面もあり,-般病院に比べて収入に対する経費が多くな
る面があり,より一層の運営改善の努力が必要とされていま
す.
このような費開村効果を上げていく (道営改善を行う)上で,
大学附属病院に関する諸制度上,制約があるのならば,その改
善に努め,限られた資源を貴大限活用して自主的努力が可能と
なるような,条件を作 り出さなければなりません.
3.国立大学附属病院の運営改善の留意点等
運営改善に取 り組むに当たっては,下記の点に留意すること
が必要です.
① 大学附属病院の置かれている状況は,千差万別であるこ
とから,各大学附属病院がその状況を十分に踏まえた上で,
運営改善の具体的な取 り組みを展開していくこと
② 将来,どのような病院を目指すのかという長期的なビジ
ョンを策定すること
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